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古
く
か
ら
地

震
、
雷
、
火

事
、
親
父
が
日

本
人
の
脅
威
だ

っ
た
。
し
か
し
、
家
庭
内
に

お
け
る
親
父
の
権
威
は
地
に

堕
ち
、
自
然
災
害
以
外
に
新

た
に
原
発
事
故
や
ミ
サ
イ

ル
、
テ
ロ
な
ど
新
種
の
脅
威

が
登
場
し
た
。
特
に
昨
今
話

題
と
な
っ
て
い
る
痴
漢
冤
罪

は
、
世
の
親
父
た
ち
の
恐
怖

の
対
象
で
あ
る
。

　

痴
漢
冤
罪
と
痴
漢
被
害
の

大
元
は
都
市
機
能
の
集
中
に

よ
る
通
勤
電
車
の
超
混
雑
だ

が
、
地
方
分
散
を
画
策
す
る

時
間
の
余
裕
は
な
い
。

　

苦
肉
の
策
と
も
言
え
る

「
女
性
専
用
車
両
」
は
広
く

国
民
に
定
着
し
た
。
痴
漢
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
た
際
に
弁

護
士
費
用
を
補
償
す
る
保
険

が
、
近
頃
よ
く
売
れ
て
い
る

ら
し
い
。
冤
罪
被
害
の
対
応

策
と
し
て
、
労
働
時
間
帯
の

分
散
論
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、

拙
速
的
に
は
「
男
性
専
用
車

両
」
の
設
定
く
ら
い
し
か
思

い
つ
か
な
い
。

　

大
衆
化
社
会
の
歪
は
政
治

の
ト
ッ
プ
か
ら
お
父
さ
ん
の

足
元
に
ま
で
及
ん
で
き
た
。

気
の
休
ま
る
日
の
な
い
親
父

た
ち
を
慰
め
る
「
父
の
日
」

も
、「
母
の
日
」
の
よ
う
な

盛
り
上
が
り
は
な
く
、
侘
し

い
限
り
だ
。

今日の数字

97万6979人
　厚労省が公開した2016年の
出生数。初めて100万人を下
回った。

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪

連
絡
会
の
街
頭
宣
伝
の
様
子　
　
　

医療課に要望書を提出する吉田副理事長
＝１日、東京　　　　　　　　　　　　

主な医療・介護改悪スケジュール

国
民
と
の
共
闘
が
重
要

医
療
・
介
護
の
報
酬
改
善
へ

骨
太
方
針 

18
年
同
時
改
定
に
照
準

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク　

厚
労
省
に
要
請

保険で良い歯科を求めて

過去

未来
現在現在

⑤・

・
宇
佐
美
宏
保
団
連
歯
科
代
表
に
聞
く

―
―
歯
科
診
療
報
酬
改
善
の

展
望
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

政
府
が
一
番
怖
が
る
の

は
、
世
論
と
マ
ス
コ
ミ
の
盛

り
上
が
り
だ
。
戦
後
、
大
き

な
成
果
と
な
っ
た
医
療
運
動

が
３
つ
あ
る
。
義
歯
の
点
数

を
大
き
く
引
き
上
げ
た
「
保

険
で
良
い
入
れ
歯
」
運
動
と

看
護
料
を
20
％
引
き
上
げ
た

「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」、「
眼

内
レ
ン
ズ
」
の
保
険
適
用

だ
。

　

「
保
険
で
良
い
入
れ
歯
」

運
動
で
は
、
▽
診
療
報
酬
に

お
け
る
技
術
料
の
引
き
上
げ

▽
患
者
の
窓
口
負
担
の
引
き

下
げ
―
を
要
求
に
掲
げ
て
取

り
組
ん
だ
。
こ
の
要
求
は
、

患
者
・
国
民
に
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
、
全
自
治
体
の
過
半

数
に
当
た
る
１
６
０
０
を
超

え
る
地
方
議
会
で
意
見
書
が

採
択
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
運

動
の
結
果
、
１
９
９
４
年
の

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
総
入

れ
歯
の
点
数
が
40
％
ア
ッ
プ

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
技
術
料

ア
ッ
プ
は
後
に
も
先
に
も
こ

の
改
定
以
外
に
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
の
教
訓

は
、
患
者
、
住
民
と
開
業
医

が
手
を
携
え
た
運
動
が
全
国

規
模
で
広
が
れ
ば
、
医
療
費

抑
制
と
い
う
政
府
の
固
い
壁

を
崩
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　

運
動
を
成
功
さ
せ
る
に

は
、
▽
患
者
・
国
民
と
の
共

闘
関
係
の
構
築
、
▽
医
療
従

事
者
同
士
の
一
致
団
結
―
が

大
切
だ
。
診
療
報
酬
が
患
者

・
国
民
の
受
け
る
医
療
内
容

の
質
を
保
障
し
、
規
定
す
る

算
定
に
つ
い
て
、
先
行
し
て

懇
談
し
た
保
険
局
医
療
課
に

も
要
望
し
、「
日
常
的
な
口

腔
衛
生
管
理
と
医
療
の
必
要

性
か
ら
管
理
し
て
い
る
行
為

と
の
違
い
が
明
確
に
整
理
で

き
れ
ば
検
討
の
余
地
は
あ

る
」
と
し
て
い
た
こ
と
に
も

触
れ
な
が
ら
要
望
し
た
。

　

老
健
局
の
青
木
仁
老
人
保

健
課
医
療
介
護
連
携
技
術
推

進
官
は
「
位
置
付
け
、
行
為

が
明
確
に
整
理
で
き
る
か
ど

う
か
な
ど
、
医
療
課
と
相
談

し
た
い
」
と
回
答
し
た
。

し
、
在
宅
医
療
で
は
有
機
的

な
連
携
や
居
宅
へ
の
訪
問
診

療
を
よ
り
評
価
す
る
体
系
に

改
変
す
る
よ
う
求
め
た
。
保

険
局
の
小
嶺
祐
子
保
険
局
医

療
課
長
補
佐
は
「
様
々
な
ご

意
見
に
基
づ
き
、『
か
強

診
』
の
施
設
基
準
を
満
た
し

た
医
療
機
関
を
ど
う
評
価
す

る
か
検
討
す
る
」
と
述
べ

た
。

　

介
護
報
酬
関
連
で
は
８
項

目
を
老
健
局
に
要
望
。
懇
談

で
は
、「
訪
衛
指
」
と
「
口

腔
衛
生
管
理
加
算
」
の
別
途

し
た
。
大
阪
歯
科
協
会
か
ら

は
吉
田
裕
志
副
理
事
長
が
参

加
し
た
。

　

診
療
報
酬
関
連
で
は
15
項

目
を
要
望
。
懇
談
で
は
、

「
か
強
診
」
の
施
設
基
準

は
、
う
蝕
や
歯
周
病
の
重
症

化
予
防
に
対
す
る
治
療
の
質

と
直
接
結
び
つ
か
な
い
た

め
、
新
た
な
要
件
を
付
け
加

え
て
矛
盾
を
拡
大
す
る
の
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
歯
科
医

療
機
関
が
同
じ
条
件
で
算
定

で
き
る
よ
う
再
編
・
整
理

制
の
道
具
に
使
わ
れ
る
の

が
、
強
引
な
病
床
の
機
能
分

化
と
病
床
削
減
や
、
医
療
か

ら
介
護
へ
と
患
者
を
流
す
、

病
院
か
ら
の
追
い
出
し
と
在

宅
医
療
の
推
進
だ
。
進
ま
な

い
病
床
削
減
に
痺
れ
を
切
ら

し
、
病
床
の
機
能
分
化
を
都

道
府
県
に
押
し
付
け
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と

で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
診
療
行
為
デ
ー
タ
を

見
え
る
化
し
、
地
域
差
を
理

由
に
し
た
医
療
費
削
減
、
薬

価
制
度
や
終
末
期
医
療
の
改

革
を
推
進
す
る
。
そ
の
他
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
受
診

回
数
の
抑
制
や
強
引
な
自
立

促
進
を
進
め
る
な
ど
、
社
会

保
障
費
を
大
き
く
削
減
し
よ

う
と
す
る
意
図
が
見
え
る
。

負
担
増
と
給
付
抑
制

　

社
会
保
障
分
野
で
は
、
高

齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の

伸
び
を
毎
年
大
幅
に
削
減
す

る
「
経
済
・
財
政
再
生
計

画
」
を
着
実
に
実
行
し
、
国

民
に
さ
ら
な
る
負
担
を
押
し

付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

18
年
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
等
の
同
時
改
定
で
は
、
改

定
の
工
程
（
表
）
に
沿
っ
て

医
療
・
介
護
費
抑
制
を
進
め

る
算
段
だ
。
医
療
で
は
、
連

携
強
化
を
建
前
と
し
た
介
護

へ
の
誘
導
を
推
進
。
介
護
で

は
、
人
員
配
置
の
基
準
緩
和

や
自
立
支
援
の
名
の
下
に
要

介
護
か
ら
の
追
い
出
し
で
安

上
が
り
の
介
護
を
目
指
す
。

　

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

同
時
改
定
と
共
に
医
療
費
抑

　

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
７
」（
骨

太
の
方
針
２
０
１
７
）
が
９
日
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
同
方

針
は
、
18
年
度
予
算
編
成
と
当
面
の
経
済
財
政
政
策
を
左
右

す
る
基
本
方
針
で
、
診
療
報
酬
改
定
に
も
大
き
く
影
響
す

る
。
社
会
保
障
分
野
で
は
、「
医
療
費
・
介
護
費
の
高
齢
化

を
上
回
る
伸
び
を
抑
制
し
つ
つ
、
国
民
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
」
と
謳
う
。
し

か
し
、
実
態
は
医
療
や
介
護
の
給
付
を
抑
え
込
む
社
会
保
障

削
減
強
化
方
針
で
あ
る
。

団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
１

日
、「
か
強
診
」
を
は
じ
め

と
す
る
歯
科
診

療
報
酬
の
不
合

理
是
正
や
介
護

の
居
宅
療
養
管

理
指
導
費
と
の

給
付
調
整
な

ど
、
診
療
・
介

護
報
酬
に
関
し

て
延
べ
23
項
目

の
改
善
要
望
に

つ
い
て
厚
労
省

に
要
請
し
懇
談

　

来
春
の
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
に
向
け
保

景
気
回
復
実
感
な
し

　

骨
太
の
方
針
で
は
、
現
状

の
日
本
経
済
を
「
企
業
収
益

は
過
去
最
高
水
準
、
雇
用
は

大
き
く
改
善
し
た
」
と
評

価
。
し
か
し
、
国
民
に
そ
の

実
感
は
な
い
。
資
本
金
10
億

円
以
上
の
大
企
業
の
経
常
利

益
は
１
・
42
倍
（
12
年

比
）、
内
部
留
保
は
４
０
０

兆
円
超
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
水
準
を
記
録
す
る
一
方
、

労
働
者
の
賃
金
は
微
増
に
留

ま
り
、
非
正
規
雇
用
者
の
割

合
は
４
割
近
い
状
況
に
あ

る
。

　

格
差
と
貧
困
が
広
が
る
な

か
、
こ
れ
以
上
、
国
民
か
ら

医
療
を
遠
ざ
け
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
協
会
は
、
秋
の

国
会
に
向
け
て
「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
」
の
実
現
を
求

め
、
患
者
負
担
の
引
き
下
げ

や
歯
科
保
険
の
給
付
範
囲
を

広
げ
る
署
名
に
取
り
組
む
。

者
・
国
民
の
歯
科
医
療
要
求

の
ト
ッ
プ
は
、
常
に
「
保
険

の
範
囲
を
上
げ
て
ほ
し
い
」

だ
。

　

今
年
は
、「
保
険
で
良
い

入
れ
歯
」
運
動
発
足
か
ら
25

年
目
を
迎
え
る
。
マ
ス
コ
ミ

対
策
も
欠
か
せ
な
い
が
、
患

者
と
日
々
接
す
る
開
業
医
に

は
待
合
室
で
情
報
を
発
信

し
、
署
名
活
動
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

過
去
の
運
動
の
教
訓
を
汲

み
尽
く
し
て
、「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
」
署
名
を
広
げ

よ
う
。
２
０
１
８
年
報
酬
改

定
で
引
き
上
げ
を
勝
ち
取

り
、
低
歯
科
医
療
費
政
策
を

打
開
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

 

（
お
わ
り
）

も
の
で
あ
る
こ
と
を
根
気
よ

く
説
明
す
る
努
力
が
求
め
ら

れ
る
。

　

運
動
の
目
的
は
、
▽
医
療

内
容
を
充
実
さ
せ
る
、
▽
窓

口
負
担
の
軽
減
な
ど

受
療
し
や
す
い
制
度

・
体
制
を
つ
く
る
―

こ
と
で
あ
り
、
歯
科

医
師
の
収
入
を
上
げ

る
た
め
だ
け
の
狭
い

運
動
に
し
て
は
な
ら

な
い
。

―
―
診
療
所
か
ら
情

報
発
信
と
世
論
を
つ

く
る
に
は
。

　

当
時
も
今
も
、
患

今号同封 「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
請
願
署
名

推
進
ポ
ス
タ
ー

　協会は、「保険で良い歯科医
療」の実現を求める請願署名に
取り組んでいる。患者さんに手
渡しできるポケットティッシュ
付署名のご要望は協会まで。

社
会
保
障
費
の
削
減
鮮
明

2016年2016年 2017年2017年 2018年2018年 2019年2019年

75歳以上の窓口負担１割→２割75歳以上の窓口負担１割→２割

（「かかりつけ医普及」だけでなく）定額負担のあり方について検討（「かかりつけ医普及」だけでなく）定額負担のあり方について検討

引き続き関係審議会（社保審医療保険部会等）で議論引き続き関係審議会（社保審医療保険部会等）で議論

（「かかりつけ医普及」を理由に）病院の外来受診の定額負担の対象拡大（「かかりつけ医普及」を理由に）病院の外来受診の定額負担の対象拡大

診療報酬改定の議論診療報酬改定の議論

後期高齢者医療保険料軽減特例の縮小・廃止へ後期高齢者医療保険料軽減特例の縮小・廃止へ

入院時の居住費（光熱水費）の負担増入院時の居住費（光熱水費）の負担増

70歳以上の患者負担の限度額引き上げ（高額療養費制度）70歳以上の患者負担の限度額引き上げ（高額療養費制度）

【今後さらに検討】【今後さらに検討】

【2017年に具体化】【2017年に具体化】

2017年10月から
段階的に実施
2017年10月から
段階的に実施

2017年８月から
段階的に実施
2017年８月から
段階的に実施

（介護）利用者負担の上限額引き上げ【高額介護サービス費制度】（介護）利用者負担の上限額引き上げ【高額介護サービス費制度】

（介護）「現役並み所得者」について、介護利用料を３割負担に（介護）「現役並み所得者」について、介護利用料を３割負担に 2018年８月
から実施
2018年８月
から実施
2018年８月
から実施
2018年８月
から実施

法案提出法案提出

実施を
めざす
実施を
めざす

診療報酬改定で実施診療報酬改定で実施

実施実施

実施実施

2017年４月から
段階的に実施
2017年４月から
段階的に実施

受診時
定額負担
の導入

受診時
定額負担
の導入

市販品類似薬の
負担増や
保険はずし

市販品類似薬の
負担増や
保険はずし


